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 虹彩色によって錯覚のまぶしさに対して異なる瞳孔反応を示すことを示唆したが、その原
因や理由については明らかでない。対光反射による瞳孔の縮小によって、たしかに網膜へ投射され
るフォトン量は減少するため、明るさ知覚へ影響するものであると考えられる。しかし、その拡大・
縮小を調整する虹彩の平滑・括約筋がどのようにして知覚へ、もしくは知覚からのフィードバック
が存在するかが不明である。また、その知覚が脳のどの処理段階において生じているものなのか、
生得性を有するものなのかなど、多くの研究課題が未だに残っている。今後は光の吸光度など他要
因を含めたモデル作成などの追加解析を行っていく。また、fMRI を用いた実験、もしくは乳幼児に
対する瞳孔計測を行うことによって明るさ知覚と脳活動がどのように関連しているか調査・検討し
ていく予定である。派遣先において、認知神経科学・発達研究者らとの議論からこれらの実験は今
後実現していくものであると考えられる。ここまでの研究成果においては、国際学会で発表すると
ともに、2019 年度内の学会誌への投稿を目指す。 
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 本プログラムは、海外の研究室へ中長期滞在ことによって国際的な研究レベル・研究プロセ
スを知ること、また自身の研究分野のトップレベルの環境で研究することで大きな進捗を生むこと
が目標であった。採用者が滞在した研究室には、様々な分野の研究者が所属しており、コンピュー
タ・サイエンスだけでなく、数理学・神経科学・心理学・音楽学など、全く異なった知識・考えを持
った研究者との交流を行うことができた。これによって目的であった海外における研究環境、状況
を知ることができ、これからの研究の視野を広げることに繋がったとともに、自身の行っている研
究内容への自信にも繋がった。また、所属先であるオスロ大学心理学部では、ほぼ毎週のように著
名な研究者による公演が行われており、非常に魅力的な研究内容に触れる環境が常に身近にあった
ことが研究生活において刺激的であった。こういった知識を吸収する場面が多いことに加えて、異
なる分野間による研究へのアプローチの違いを理解して議論し、双方の持っている長所を掛け合わ
せて研究を進めることで、日本で得たスキルは国際レベルで通用するものであると確信することが
できた。 
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